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●さ ん ３ ふ る さ と 祭 り� P2

●力 く ら べ 綱 引 き 大 会� P4

●イルミネーションフェスティバル�P10・11

ABU  Community  NewspaperABU  Community  NewspaperABU  Community  Newspaper

夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」 
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今
年
で
２３
回
目
と
な
る
「
さ
ん
３
ふ

る
さ
と
祭
り
」
が
、
１１
月
２３
日
に
奈
古

文
化
展
、奈
古
高
学
校
祭
と
併
催
し
て
、

町
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
メ
イ
ン
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 「
ち
ひ
ろ
」
さ
ん 

　
　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
 

　
祭
り
は
、
み
ど
り
保
育
園
の
リ
ズ
ム

パ
レ
ー
ド
で
始
ま
り
、
メ
イ
ン
舞
台
で

は
、
金
子
み
す
ゞ
の
心
を
歌
う
「
ち
ひ

ろ
」
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
町

を
代
表
す
る
美
女
集
団
？
チ
ー
ム
べ
っ

ぴ
ん
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
宇
田

さ
く
ら
会
に
よ
る
銭
太
鼓
、
奈
古
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
や
日
本
３
Ｂ
体

操
協
会
の
３
Ｂ
体
操
、
阿
武
よ
さ
こ
い

連
に
よ
る
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
人
気

を
集
め
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
農
林
海
産
物
の
模
擬
セ
リ
、

地
産
地
消
の
コ
ー
ナ
ー
、
く
じ
付
き
も

ち
ま
き
大
会
も
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
会

場
は
各
種
テ
ナ
ン
ト
で
埋
め
尽
く
さ

れ
、
訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
 

親
父
カ
レ
ー
２
０
０
食
早
々
完
売 

　
町
民
セ
ン
タ
ー
で
は
文
化
展
、
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン

の
皆
さ
ん
が
作
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
コ
ー

ナ
ー
が
大
人
気
。
約
２
０
０
食
分
の
当

日
引
換
券
が
、
１
時
間
ほ
ど
で
完
売
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
体
育
館
で
は
福
祉

の
市
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
も

開
催
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
 

秋
晴
れ
に

秋
晴
れ
に

　
５
０
０
０
人

　
５
０
０
０
人

広
げ
よ
う

広
げ
よ
う

地
域
の
心
と

地
域
の
心
と

み
ん
な
の
笑
顔

み
ん
な
の
笑
顔

秋
晴
れ
に

　
５
０
０
０
人

さん３ふるさと祭りさん３ふるさと祭りさん３ふるさと祭り
広
げ
よ
う

地
域
の
心
と

み
ん
な
の
笑
顔

第23回

萩阿武森林組合が 
椎茸原木を模擬セリ 

ちひろさんの 
ミニコンサートを開催 

阿武よさこい連がよさこいを披露 みどり保育園児による 
オープニング 

子どもにも大人気!　親父カレーコーナー 建築協会によるまな板販売 

地産地消きな粉作り 
体験コーナー 

いざ勝負!! 将棋コーナー 宇田さくら会の銭太鼓 
チームべっぴんが覆面 

レンジャーで“羞恥心”を熱唱 

奈古フォークダンスグループの踊り 

初参加!! ３Ｂ体操体操 

しゅう ち　しん 
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 ～おめでとうございます～   ～おめでとうございます～  
矢次武文氏が 
教育功労者表彰 
　　　　　受賞 

　橋作之助氏が 
　　県選奨受賞 

矢次武文さん 

★教育功労者表彰とは？ 
山口県が山口県教育委員会
表彰規定に基づき教育行政
の推進や社会教育の振興、
文化財保護及び保健体育の
振興に関し、顕著な功績が
あった個人や団体を毎年表
彰しているものです。 

高橋作之助さん 

　
平
成
２０
年
度
山
口
県
教
育
功
労

者
表
彰
式
が
、
１１
月
１９
日
山
口
県

庁
で
開
催
さ
れ
、
阿
武
町
か
ら
矢

次
武
文
さ
ん
（
７６
歳
・
宇
田
地
）

が
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。 

　
矢
次
さ
ん
は
、
平
成
５
年
１０
月

か
ら
平
成
１７
年
９
月
ま
で
阿
武
町

教
育
委
員
会
委
員
（
う
ち
、
平
成

１６
年
１０
月
か
ら
１

年
間
は
委
員
長
）

を
務
め
る
な
ど
町

の
教
育
行
政
の
推

進
に
寄
与
さ
れ
た

こ
と
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
今
回
の
受
賞
に
矢
次
さ
ん
は

「
教
育
の
基
本
は
、
夫
婦
が
協
力

し
て
子
育
て
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
で
す
。
ま
た
、
家
族
が
一
体

と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。 

　
山
口
県
住
民
の
福
祉
の
増
進
に

関
し
て
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

方
や
団
体
を
表
彰
す
る
山
口
県
選

奨
式
が
、
１１
月
２１
日
山
口
県
庁
で

開
催
さ
れ
、
阿
武
町
か
ら
　
橋
作

之
助
さ
ん
（
７５
歳
・
浜
の
１
）
が

社
会
福
祉
功
労
者
と
し
て
県
選
奨

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
　 

　
　
橋
さ
ん
は
、

昭
和
２８
年
に
当
時

の
奈
古
町
消
防
団

に
入
団
以
来
５５
年

余
り
の
長
き
に
わ

た
り
消
防
業
務
の

向
上
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の

間
、
阿
武
町
消
防
団
分
団
長
、
副

団
長
、
団
長
を
歴
任
さ
れ
消
防
団

員
の
資
質
向
上
と
住
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
に
努
め
る
な
ど
、
消
防

行
政
の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
は
、
こ
う
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

　
受
賞
に
対
し
　
橋
さ
ん
は
「
今

回
の
受
賞
は
先
輩
の
ご
指
導
、
後

輩
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
大
変
な

光
栄
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
愛
す
る

郷
土
の
た
め
安
心
安
全
な
町
を
め

ざ
し
た
い
で
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

山
口
県
花
い
っ
ぱ
い
運
動
優
良
団
体
等
表
彰
式 

四
つ
葉
サ
ー
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
花
壇 

       

１１
月
２７
日
　
山
口
県
庁（
敬
称
略
） 

　
毎
年
、
環
境
美
化
や
地
域
づ
く

り
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、

功
績
の
あ
っ
た
団
体
や
個
人
を
た

た
え
る
、平
成
２０
年「
山
口
県
花
い

っ
ぱ
い
運
動
」
の
表
彰
式
が
、
１１

月
２７
日
山
口
県
庁
で
開
催
さ
れ
、

モ
デ
ル
団
体
表
彰
を
福
賀
の
四
つ

葉
サ
ー
ク
ル
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

       

【
山
口
県
花
い
っ
ぱ
い
モ
デ
ル

団
体
等
（
団
体
）
指
定
】 

★
四
つ
葉
サ
ー
ク
ル
（
宇
生
賀
） 

【
優
秀
賞
】 

★
伊
藤
米
子
（
下
東
郷
） 

★
福
賀
小
学
校 

【
奨
励
賞
】 

★
宇
田
小
学
校 

四つ葉サークル 
のみなさん 
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実年・熟年女性の部 

福賀レディース 福賀昭和会 

一般男女混成の部 

粋な男と女たち 

一般女子の部 

むち餅（阿武福祉会） 

一般男子の部 

粋な男たち 
 

中学校の部 

福賀中ＭＥＮ－ＥＫＩチーム 

小学校上学年の部 

福賀マツリダゴッホ 

小学校下学年の部 
 

福賀チェリーファイタードラゴンズ 

保育園の部 

ポケモンチーム 

熱戦！綱合戦に403人が参加 

阿武町力くらべ綱引き大会 阿武町力くらべ綱引き大会 
　阿武町民の1割が一堂に会する、恒例の「第２３回阿武町力くらべ綱引き大会」が１２月
７日、体育センターで開催され、３８チーム（４０３人）が熱戦を繰り広げました。 
　試合は、保育園の部から実年・熟年の部までの合計９つの部で行われ、粋な男たち、
粋な男と女たち、福賀レディースは４連覇を果たしました。 

今年のチャンピオンチーム

優勝

優勝

優勝

優勝

優勝

優勝

優勝

優勝

優勝

実年・熟年男性の部 
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表彰席

              

１１
月
１４
日
　
萩
市 

７
チ
ー
ム
・
２８
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
個
人
男
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
田
中
茂
男（
伊
　
豆
） 

★
準
優
勝
　
常
永
正
治（
新
　
生
） 

★
第
３
位
　
市
原
茂
甫（
下
東
郷
） 

 

【
個
人
女
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
吉
村
ひ
と
み 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
東
郷
） 

★
準
優
勝
　
岡
　
隆
子（
新
　
田
） 

★
第
３
位
　
竹
内
宏
子（
宇
田
地
） 

【
団
体
の
部
】 

★
優
　
勝
　
ブ
ル
ー
ス
カ
イ 

★
準
優
勝
　
い
ら
お
っ
ち 

★
月
例
賞
　
福
賀
き
ら
ら 

 

     １１
月
２１
日
　
福
賀
小
中
グ
ラ
ウ
ン

ド
　
　
　
　
３２
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
男
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
植
田
　
悟（
上
東
郷
） 

★
準
優
勝
　
倉
増
忠
明（
上
東
郷
） 

★
第
３
位
　
藤
田
司
朗（
黒
　
川
） 

【
女
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
竹
内
宏
子（
宇
田
地
） 

★
準
優
勝
　
岡
　
隆
子（
新
　
田
） 

★
第
３
位
　
佐
村
照
子（
飯
　
谷
） 

 

     １１
月
１３
日
　
宇
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
３５
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
ミ
ス
タ
ー
の
部
】 

★
優
　
勝
　
永
柴
義
広（
葛
　
籠
） 

★
準
優
勝
　
伊
藤
敬
久（
葛
　
籠
） 

★
第
３
位
　
野
村
義
昭（
今
　
浦
） 

【
ミ
ズ
の
部
】 

★
優
　
勝
　
角
石
勝
枝（
今
　
浦
） 

★
準
優
勝
　
白
石
寿
江（
井
部
田
） 

★
第
３
位
　
松
浦
今
子（
今
　
浦
） 

           

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
】 

野
村
義
昭（
今
浦
）、
永
柴
義

広
２（
葛
籠
）、西
村
忠
久（
郷
）、

白
石
益
雄（
郷
）、
白
石
寿
江

２（
井
部
田
）、近
藤
利
津
子（
井

部
田
）、
角
石
勝
枝（
今
浦
）、

嶋
戸
絹
江（
元
浦
）、
梅
田
好

子（
今
浦
）、松
浦
今
子（
今
浦
） 

    

１１
月
９
日
　
阿
武
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
奈
古
小
グ
ラ
ウ
ン
ド 

　
　
　
　
　
３７
人
参
加(

敬
称
略
） 

★
優
　
勝
　
西
嶋
啓
介（
釜
　
屋
） 

★
準
優
勝
　
小
野
寅
槌（
河
　
内
） 

★
第
３
位
　
松
浦
　
勝（
浜
の
２
） 

★
ト
マ
リ
賞 

　
大
山
ト
シ
江（
東
　
方
） 

　
小
野
　
幸
枝（
東
　
方
）            

　
小
野
　
寅
槌（
河
　
内
） 

個
人
男
性
の
部
は
 

田
中
茂
男
さ
ん
が
優
勝 

福
賀
地
区
 

月
例
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
 

 

男
性
の
部
で
は
 

 
植
田
悟
さ
ん
が
優
勝
 

福
賀
地
区
月
例
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

ミ
ズ
の
部
で
は
 

角
石
勝
枝
さ
ん
が
優
勝
 

宇
田
郷
地
区
四
季（
秋
の
部
） 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

西
嶋
啓
介
さ
ん
が
優
勝 

秋
の
奈
古
や
か
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

入
賞
し
た
皆
さ
ん 

入賞した皆さん 

入賞した皆さん 

入賞した 
皆さん 

個人優勝の 
田中さん(左)と 
吉村さん 

●
最
優
秀
賞
 

　
い
じ
め
な
く
　
み
ん
な
が
き
ら
き
ら
　
い
い
え
が
お
 

（
奈
古
小
１
年
　
若
松
屋
祐
人
）
 

　
つ
ら
い
と
き
　
私
と
あ
な
た
で
　
は
ん
ぶ
ん
こ
 

（
阿
武
中
３
年
　
原
田
　
由
紀
）
 

●
優
秀
賞
 

　
ひ
ろ
げ
よ
う
　
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
　
心
の
わ
 

（
奈
古
小
４
年
　
藤
村
　
拓
人
）
 

　
う
れ
し
い
な
　
君
の
一
言
　
わ
た
し
の
パ
ワ
ー
 

（
宇
田
小
５
年
　
小
田
　
直
美
）
 

　
考
え
て
　
相
手
の
気
持
ち
　
思
い
や
り
 

（
福
賀
中
１
年
　
田
中
千
佳
子
）
 

　
伝
え
よ
う
　
あ
な
た
の
心
の
　
あ
た
た
か
さ
 

（
阿
武
中
２
年
　
小
田
　
萌
美
）
 

平
成
20
年
度
 

い
じ
め
防
止
・
根
絶
強
調
月
間
 

　
　
　
　
　
　
　
標
語
優
秀
作
品
６
点
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シリーズ「新たなコミュニティー自治会制度」⑥ 

惣郷上・下部落の集落点検 
の様子。集落の問題点を洗 
い出します。 
 

　
　
　
初
、
自
治
会
制
度
へ
の
移

　
　
　
行
は
、
部
落
が
そ
の
ま
ま

の
単
位
的
な
自
治
会
に
な
る
と
聞

い
て
い
ま
し
た
が
、各
部
落
の
説
明

会
で
は
、
部
落
の
統
合
と
い
う
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
す
か
？  

  

　 　
町
内
の
部
落
は
、
特
に
山
間
地

域
で
高
齢
化
が
著
し
く
、
人
口
が

減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。 

　
た
だ
、
阿
武
町
以
上
に
過
疎
化

が
進
み
、
人
口
も
世
帯
も
激
減
し

て
い
る
地
域
に
対
し
、
今
の
ま
ま

何
も
し
な
け
れ
ば
「
ど
う
に
も
な

ら
な
い
」
と
結
論
を
出
し
て
い
る

地
域
づ
く
り
の
専
門
家
も
い
ま

す
。
つ
ま
り
今
の
ま
ま
で
は
、

集
落
の
消
滅
に
つ
な
が
っ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
当
初
、
新
し
い
自
治
会
の
枠
組

み
は
、
現
在
の
行
政
区
＝
部
落
を

そ
の
ま
ま
自
治
会
に
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
ま
ず
形
だ
け
で
も
整
え

中
身
は
後
で
ゆ
っ
く
り
考
る
構
え

で
し
た
。 

　
し
か
し
、
こ
の
自
治
会
制
度
に

向
け
て
の
取
り
組
み
の
中
で
、
ま

ち
づ
く
り
の
専
門
家
や
、
自
治
会

先
進
地
の
実
践
者
、
町
議
会
議
員

の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、
話

の
中
で
共
通
す
る
こ
と
は
、
必
ず

１０
数
年
先
の
部
落
の
姿
を
想
像
す

る
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
今
の
部
落
で
は
明
ら
か
に
立

ち
ゆ
か
な
く
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

最
初
の
案
が
最
善
の
策
か
と
い
う

疑
問
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。 

　
自
治
会
と
は
相
互
扶
助
団
体
、

助
け
合
い
を
基
本
と
し
た
人
々
の

集
ま
り
で
す
。
つ
ま
り
助
け
合
い

の
し
く
み
が
将
来
に
わ
た
っ
て
機

能
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　

　
部
落
の
意
向
を
大
事
に
す
る
こ

と
は
大
原
則
で
す
が
、
行
政
の
責

任
と
し
て
、
自
治
会
の
枠
組
み
に

一
定
の
基
準
と
な
る
、
詳
細
な
提

案
を
示
す
責
任
も
あ
る
と
考
え
ま

し
た
。
今
回
の
取
り
組
み
は
、
大

き
な
行
政
の
し
く
み
の
変
更
で

す
。
新
し
い
制
度
は
１０
年
先
、
２０

年
先
ま
で
も
見
す
え
た
制
度
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
は
部
落
そ
し
て
町
の

将
来
の
こ
と
を
考
え
、
基
準
を
目

安
と
し
て
、
縁
の
あ
る
部
落
で
の

統
合
が
望
ま
し
い
と
い
う
判
断
に

至
り
ま
し
た
。 

   

　
今
の
部
落
が
そ
の
ま
ま
自
治
会

に
な
る
こ
と
が
、
最
も
簡
易
で
早

道
で
は
あ
り
ま
す
。「
今
、
統
合

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
と
問
う

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

こ
の
機
会
に
統
合
に
つ
い
て
考
え

な
け
れ
ば
、
本
当
に
必
要
に
迫
ら

れ
た
と
き
、
誰
も
や
り
手
が
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
統
合
へ
の
道
は
、
事
務

作
業
的
に
も
険
し
い
道
で
す
。
細

か
い
問
題
点
を
あ
げ
れ
ば
、
キ
リ

が
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
単
に
「
統
合
す
る
の

は
わ
ず
ら
わ
し
い
」、
ま
た
は
感

情
的
に
「
と
な
り
の
部
落
と
は
一

緒
に
な
り
た
く
な
い
」
な
ど
、
統

合
で
き
な
い
理
由
を
一
生
懸
命
に

探
す
姿
勢
に
な
っ
て
は
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。
理
由
は
い
く
ら
で
も

見
つ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
１０
年
、
２０
年
先
を
目
指
す
制
度

と
い
っ
て
も
、
最
初
か
ら
は
完
全

な
も
の
は
出
来
ま
せ
ん
。
年
月
を

重
ね
る
中
で
よ
り
よ
い
制
度
に
し 

て
い
く
と
い
う
考
え

方
も
必
要
で
す
。「
ほ

お
っ
て
お
い
て
も
、

そ
の
う
ち
大
き
な
自

治
会
が
救
っ
て
く
れ

る
か
も
知
れ
な
い
…
」 

で
は
な
く
、
今
の
自
分
た
ち
の
手

で
、
新
た
な
枠
組
み
の
自
治
会
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

　
町
は
、「
統
合
を
前
向
き
に
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
姿

勢
に
切
り
替
え
ま
し
た
。 

　
将
来
に
目
を
向
け
、
取
り
組
み

の
見
方
を
変
え
「
統
合
す
る
た
め

に
、
問
題
を
ど
う
解
決
し
て
い
っ

た
ら
よ
い
か
」
を
考
え
る
姿
勢
に

切
り
換
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　
今
、
地
域
に
問
題
が
な
く
て
元

気
な
う
ち
に
、
将
来
の
こ
と
を
き

ち
ん
と
考
え
て
、
自
分
た
ち
の
こ

と
と
し
て
、
将
来
に
備
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

将
来
と
向
き
合
え
る
住
民
自
治
と

し
て
の
役
員
組
織
が
、
い
ま
き
ち

ん
と
出
来
て
い
る
こ
と
も
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。 

   

　
そ
の
た
め
の
人
口
規
模
を
い
く

ら
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
今

回
、
町
で
は
… 

「
人
口
が
１
０
０
人
、
ま
た
は
世

帯
数
が
２５
世
帯
を
下
回
ら
な
い
集

落
の
再
構
築
」
を
基
準
に
統
合
を 

         

考
え
、
で
き
れ
ば
、「
人
口
が
２

０
０
人
、
世
帯
数
が
５０
世
帯
を
超

え
る
規
模
の
新
し
い
集
落
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
集
落
点
検
等
を
各
部

落
で
行
っ
て
い
き
、
そ
の
結
果
を

参
考
に
部
落
役
員
で
話
し
合
い
、

将
来
、
自
治
会
運
営
が
む
ず
か
し

い
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
縁
の
深

い
部
落
、
例
え
ば
、
隣
の
部
落
と

協
議
を
行
い
、
新
た
な
枠
組
み
で

自
治
会
を
つ
く
る
こ
と
を
、
前
向

き
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

   

　
た
と
え
ば
部
落
が
統
合
し
て
新

た
な
枠
組
み
の
自
治
会
が
発
足
し

て
も
、「
旧
部
落
を
一
つ
の
班
」

と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
部
落
の
伝

統
を
後
世
に
残
す
こ
と
も
可
能
で

す
。
ま
た
班
の
み
で
の
活
動
も
自

治
会
活
動
の
自
主
的
な
一
つ
の
活

動
で
す
。
現
部
落
で
は
、
班
の
み

で
の
親
睦
旅
行
や
、
清
掃
活
動
、

冠
婚
葬
祭
へ
の
関
わ
り
な
ど
、
班

活
動
の
実
態
が
あ
り
ま
す
。 

   

　
基
本
的
に
全
自
治
会
と
も
、
来

年
４
月
の
発
足
を
目
指
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
が
、
統
合
を
考
え

る
関
係
部
落
で
、
時
間
的
に
来
年

４
月
の
設
立
が
困
難
な
場
合
、
話

し
合
う
時
間
の
確
保
の
た
め
、
１

年
間
の
延
長
も
考
え
て
い
ま
す
。 

部落統合の意味  部落統合の意味  

合
へ
の
見
方
を 

変
え
る 

統 

け
合
い
の
仕
組
み 

を
将
来
に
！ 

助 

と
し
て
部
落
の 

伝
統
を
守
る
… 

班 

治
会
発
足
の 

１
年
延
長
も 

自 

安
と
し
て
２
０
０
人
、 

５０
世
帯
以
上 

目 

当 
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   　「
街
角
で
出
会
っ
て
も
気
軽
に
声
を
掛
け
合
え
る
仲
間
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
第
３

回
若
者
お
気
軽
交
流
事
業
が
、
１１
月
１５
日
に
奈
古
の
鹿
島
湾

周
辺
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
の
若
者
１６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
交
流
メ
ニ
ュ
ー
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
。
心
地
よ
い
潮

風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
自
然
と
一
体
に
な
っ
て
海
の
上
を
滑

っ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
を
味
わ
え
る
、
今
、
流
行
の
ア
ウ
ト

ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
で
す
。
 

　
は
じ
め
に
交
流
会
会
長
の
岡
村
僚
太
さ
ん
（
社
会
福
祉
協

議
会
）は「
最
高
の
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
楽
し
い
一
日
に

し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
萩
市

川
上
在
住
の
高
井
さ
ん
夫
妻
に
操
作
方
法

の
指
導
を
受
け
た
後
、
カ
ヤ
ッ
ク
は
男
女

別
の
ペ
ア
で
道
の
駅
裏
の
奈
古
漁
港
を
ス

タ
ー
ト
。
夫
婦
島
と
も
言
わ
れ
る
鹿
島
の

周
辺
を
海
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
散
策
し
、
そ

の
後
、
男
鹿
島
に
上
陸
し
、軽
食
作
り
を

し
ま
し
た
。メ
ニ
ュ
ー
は
そ
ば
粉
を
使
っ
た
リ

ン
ゴ
ク
レ
ー
プ
。
男
女
が
協
力
し
て
調
理

す
る
な
ど
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
帰
り

は
男
女
が
ア
ベ
ッ
ク
と
な
り
乗
船
。
力
を

合
わ
せ
て
パ
ド
ル（
櫂
） 

を
漕
い
で
い
ま
し
た
。
 

集落再生をテーマに
宇田郷“惣和会”と
JICA研究員が国際交流

みどり保育園“め組”火災予防を啓発
町内３地区で秋季防火パレード町内３地区で秋季防火パレード

★参加者の声 
吉屋睦美さん 
（山口銀行阿武 
支店）　初めてで、なか
なかまっすぐに進なかっ
たけど楽しかったです。 

山・海・里

あなたのまちの身近な話 
題をお寄せください。 
役場総務課企画広報係 
（☎2―3111） 
E-mail : kikaku@town. 
　　abu.yamaguchi.jp

Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ 
まちの話題まちの話題

        

           　
平
成
２０
年
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
に
合
わ

せ
１１
月
１２
日
、
町
内
で
も
防
火
パ
レ
ー
ド
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
消
防
団
の
高
橋
作
之
助

団
長
は
「
最
近
、
町
内
で
は
大
き
な
火
災
は
起

き
て
い
な
い
が
消
防
団
が
啓
発
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
家
庭
・
地
域
・
職
場
で
火
災
の
な
い
安

全
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
。 

　
今
回
は
、
消
防
団
と
一
緒
に
み
ど
り
保
育
園
児
６
人
も
防

火
パ
レ
ー
ド
に
参
加
。
お
揃
い
の
法
被
に
め
組
の
纏
を
持
っ

た
園
児
は
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
の
も
と
、

奈
古
地
区
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
園
児
は
サ
ン

マ
ー
ト
奈
古
店
前
で
、
火
災
予
防
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
手
に
持

ち
「
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
チ
ラ
シ

を
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。
 

は
っ
　
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と
い
 

鹿
島
湾
を
ゆ
っ
く
り
海
上
散
歩

  　
国
際
協
力
機
構
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
）
の
海
外
研
修

員
（
６
カ
国
９
人
）
が
、
１１
月
２５
日
か
ら
２９
日
ま
で
阿
武
町

を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
研
修
員
が
東
南
ア
ジ
ア
や
ア

フ
リ
カ
な
ど
の
発
展
途
上
国
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
農
村

開
発
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
得
る
こ
と
を
目
的

に
、
阿
武
町
が
行
っ
て
い
る
取
組
を
、
視
察
・
研
修
す
る
と

い
う
も
の
で
、
阿
武
地
域
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
（
白
松
博
之
会
長
・
３４
人
）
が
条
件
付
き
で
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
条
件
と
は
「
互
い
が
学
び
あ
う
」
と
い
う
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
、
知
識
・
経
験
豊
富
な
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
あ
る
研
修
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
提
案
を
い
た
だ
き
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
い

う
も
の
。
な
お
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
道
の
駅
と
集
落
の
再

生
」
で
、
２６
日
に
は
、
惣
郷
集
落
の
サ
ロ
ン
や
神
楽
舞
を
視

察
し
た
ほ
か
、
集
落
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
も
行
い
ま
し

た
。
今
回
参
加
し
た
中
で
、
最
高
齢
だ
っ

た
惣
郷
下
の
齋
藤
ミ
ツ
子
さ
ん
・
８９
歳
は

「
研
修
員
の
お
話
を
聞
き
、
ア
フ
リ
カ
か

ら
日
本
ま
で
は
飛
行
機
で
２７
時
間
も
か
か

る
こ
と
や
日
本
語
が
上
手
な
の
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
最
終
日
の
２８
日
に
は
、
役
場
で

多
く
の
関
係
者
が
参
加
す
る
中
、
研
修
生
の
皆
さ
ん
か
ら
道

の
駅
及
び
集
落
の
再
生
に
対
す
る
提
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

みどり保育園児による防火パレード 

啓発チラシをくばる園児 

力を合わせてパドルを漕ぎます 男鹿島に上陸 
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シリーズ　奈古高はいま 

普
通
科
の
企
画
が
初
登
場
！
 

　
大
盛
況
だ
っ
た
学
校
祭
！！
 

奇
跡
？
雨
上
が
り
の
 

　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
 

　
　
　
　
　
全
員
完
走
！
 

               　
最
近
の
原
油
価
格
高
騰
が
、
農

林
水
産
業
の
経
営
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。 

　
国
に
お
い
て
も
、
燃
油
お
よ
び

化
学
肥
料
の
価
格
が
高
騰
す
る

中
、
良
質
な
農
産
物
を
安
定
的
に

供
給
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
燃
油

の
使
用
量
お
よ
び
化
学
肥
料
の
施

肥
量
の
低
減
に
資
す
る
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

　
低
コ
ス
ト
型
の
農
業
生
産
体
系

へ
の
構
造
転
換
を
促
進
し
、
農
業

経
営
の
体
質
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
国
か
ら
助
成
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。 

　
山
口
県
で
の
事
業
の
実
施
主
体

は
、
山
口
県
担
い
手
育
成
総
合
支

援
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

       

◎
対
象
者 

施
設
園
芸
用
燃
油
の
消
費
量
ま

た
は
化
学
肥
料
の
施
肥
量
を
２

割
以
上
低
減
す
る
技
術
（
既
に

低
減
技
術
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
方
は
、
追
加
的
な
取
り

組
み
が
必
要
）
に
取
り
組
む
３

戸
以
上
の
農
業
者
グ
ル
ー
プ

（
既
存
、新
規
は
問
い
ま
せ
ん
。） 

◎
対
象
経
費
お
よ
び
助
成
率 

　
前
年
度
の
燃
油
費
や
肥
料
費
と

　
比
較
し
て
、「
施
設
園
芸
用
燃

　
油
費（
２０
年
秋
〜
２１
年
春
）」及

　
び
「
肥
料
費
（
２０
年
７
月
〜
２１

　
年
６
月
）」
が
増
加
し
た
場
合
、

　
そ
の
増
加
部
分
の
７０
％
を
助
成
。 

◎
事
業
申
請
手
続
き
等 

　
阿
武
町
、
萩
市
の
事
業
申
請
な

　
ど
は
「
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
地
域
担

　
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
」

　
が
取
り
ま
と
め
、
県
協
議
会
へ

　
提
出
。
実
施
計
画
書
及
び
交
付

　
申
請
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成

　
２１
年
１
月
３０
日（
予
定
）。 

◆
お
問
い
合
せ
先
　
役
場
経
済
課

　
（
☎
２
―
３
１
１
４
） 

燃
油
・
化
学
肥
料
を
低
減
し
た 

農
業
グ
ル
ー
プ
に
助
成
金
を
交
付 

肥
料･

燃
油
高
騰
対
応
緊
急
対
策
事
業 

マラソン大会スタート 

            

　
１１
月
２３
日（
祝
）に
、
毎
年
恒
例

の
学
校
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
人
気
の
加
工

品
販
売
所
に
は
朝
７
時
半
頃
か
ら

行
列
が
で
き
は
じ
め
、
９
時
の
販

売
開
始
時
に
は
長
蛇
の
列
に
な
り

ま
し
た
。
用
意
し
て
い
た
商
品
は

全
て
完
売
。
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
光

景
に
、
関
係
者
一
同
、
地
域
の
皆

様
に
感
謝
の
気
持
ち
で
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
今
年
は
昨
年
ま
で
の
内
容
に

加
え
て
、
普
通
科

の
企
画
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。
学

校
祭
へ
向
け
て
１

カ
月
か
け
て
作
り

上
げ
た
大
き
な
モ

ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を

中
庭
に
披
露
し
た

り
、
学
校
祭
当
日

に
は
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
棟
の
１
階
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
し

た
。
物
品
収
集
か
ら
販
売
ま
で
の

流
れ
を
通
し
て
、
生
徒
は
リ
サ
イ

ク
ル
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
を
深

め
た
よ
う
で
す
。
売
上
金
は
各
種

募
金
に
使
用
し
ま
す
。 

　
他
の
見
ど
こ
ろ
と
し
て
、
被
服

の
展
示
会
場
で
生
徒
が
作
製
し
た

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
て
展
示
し
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
焼
き
鳥
、
焼
き

と
う
も
ろ
こ
し
等
の
販
売
と
餅
つ

き
を
行
い
、
つ
き
た
て
餅
は
販
売

２
時
間
で
売
り
切
れ
る
人
気
ぶ
り

で
し
た
。 

　
来
年
は
普
通
科
ク
ラ
ス
が
さ
ら

に
１
つ
増
え
る
た
め
、
ま
た
違
っ

た
趣
向
の
催
し
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
す
。
来
年
の
学
校
祭

も
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

             

　
１１
月
２８
日（
金
）、
毎
年
恒
例
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

外
は
朝
か
ら
強
風
・
大
雨
。
し
か

し
、
生
徒
た
ち
が
教
室
に
吊
し
た

「
て
る
て
る
坊
主
」
が
力
を
発
揮

し
た
の
か
、
ス
タ
ー
ト
３０
分
前
に

は
天
候
は
小
雨
に
な
り
、
そ
し
て

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
間
だ
け
雨
が
降

ら
な
い
と
い
う
「
奇
跡
」
が
起
こ

り
ま
し
た
。 

　
生
徒
た
ち
は
回
復
し
た
空
の
下

に
飛
び
出
し
、「
ガ
ン
バ
レ
」「
前

に
追
い
つ
け
る
ぞ
」
な
ど
の
熱
い

声
援
を
受
け
な
が
ら
、
男
子
８
km
、

女
子
５
km
を
全
員
が
完
走
。
優
勝

タ
イ
ム
は
男
子
３１
分
１９
秒
、
女
子

２６
分
３０
秒
で
、
雨
上
が
り
の
肌
寒

い
中
、
よ
く
健
闘
し
ま
し
た
。 

　
地
域
の
皆
様
に
は
大
会
中
の
ご

声
援
、
ご
協
力
に
対
し
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

調理係 

ライトアップされた 
ウエディングドレス 

モザイクアート 

加工品売り場に並ぶ人々 
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教育のひろば  

クリーン作戦 

うたの時間 

宇田小フェスティバル 

秋の朝の活動 

クリーン作戦 

　自分たちの通
学路を中心に清
掃活動を行いま
した。 
 

　お手伝いいた
だいた皆さんに
お礼の肩もみ！ 

　「閉校へ向けての思い」の作文
発表に、会場は感動の嵐・・・ 

うたの時間 

　地域の方たちと 
『う』美しい学校 
『た』楽しい学校の 
活動を行いました。 

宇田小フェスティバル 

　各学年が学習の成果を
発表しました。 
 

秋の朝の活動 

　みんなで学校を美
しく！朝の限られた
時間ですが一致団結！
学校美化に取り組ん
でいます。 
 

５・６年生 

２
年
生
 

４
年
生
 

花壇の土づくり 

グラウンドゴルフ 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
 

明るく  元気に  心豊かな  宇田小っ子 明るく  元気に  心豊かな  宇田小っ子 明るく  元気に  心豊かな  宇田小っ子 

宇田小学校 
　２学期も残りあと少し。宇田小児童８名が「宇田小学校
の子どもである今を大切にすごそう。」と、力いっぱい取
り組んだ２学期の行事のほんの一部をご紹介します。 
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イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
8
in
阿
武
町

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
 

 
 
 
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
中
 

　
人
の
心
を
温
か
く
し
て
く
れ
る
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
広
め
、
明
る
く
安
全
で
夢

の
あ
る
街
の
風
景
を
作
り
出
そ
う
と
、
町

内
の
事
業
所
、
個
人
が
道
の
駅
や
各
事
業

所
、
家
庭
で
ア
イ
デ
ア
に
凝
っ
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
付
け
て
い
ま
す
。
 

オープニングセレモニー 
道の駅・12月13日 

 

1月3日まで 

各事業所・家庭でも 

 メイン司会 
ナベルの山根さん（左）と藤田さん 

にわとりクラブ 

阿武町役場・阿武町職員組合 

齊藤医院 

サン美容院 

（株）ナベル 

萩阿武商工会阿武支所 
青年部・女性部・奈古建築協会 

阿武萩森林組合阿武支所 

ニッタイ・小田建設・リング・ 
スエワカ・山口銀行阿武支店 

みどり保育園・保護者会 

奈古小学校・PTA 
 

阿武中学校・生徒・PTA

阿武町教育委員会 
 

阿武町物産直売所 食堂「憩」 

宇田・ちづるのパン工房 

福賀中村・河村さん 福賀上万・梅田さん 
 

福賀下東郷・伊藤さん 

宇田郷・金子さん、清水さん 

奈古野柳・花田さん 

萩信用金庫奈古支店 

リング 

ちっぽら食堂 

JAあぶらんど萩奈古支所 
 

郷川を語る仲間たち 
 

宇田郷駐在所 

奈古釜屋・藤村さん 
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ヘルスメイト通信ヘルスメイト通信
今回は12月３日（水）に行われた『奈古小学校放課後子ども教室と児童

クラブ合同クリスマスケーキ作り』の様子を、小田千菊（宇久）、清水

八重子（東方）、林輝美（西の２）が紹介します。

ヘルスメイト自身が活動を紹介します！

No.5
～奈古地区編～

　放課後子ども教室は毎週水曜日の授業終了後、19人が参加してお

り、児童クラブの子どもたちと一緒に今回は38人の参加がありまし

た。毎年行っているクリスマスケーキ作りですが、くじ引きで楽しく

班分けをして、会場には児童が作ったクリスマスの飾り付けをして、

一足早いクリスマス会を楽しみました。

●参加した子どもたちの感想

　ケーキは保育園でも作ったことがあるけれど、今日

はケーキの果物をのせました。とてもおいしくできま

した。　　　　　　　　　　若松屋祐人くん（１年）

　今日はケーキのクリームや果物の飾り付けをしまし

た。ケーキはお家でもお母さんと一緒に作ります。お

家で作る時と同じくらいおいしかったです。

近藤洸平くん（２年）

　ケーキは前にも作ったことがあるので、おいしくで

きました。お家でもまた作ってみたいです。

田中香帆さん（３年）

　今日は班長になってクリームをぬったり、飾り付け

をがんばりました。上手にできたのでとてもおいしか

ったです。　　　　　　　　松浦実乃里さん（４年）

　今回のケーキ作りは、果物の飾り付けをシンプルにしたのですが、班長さんを中心に、みんなで

協力して班ごとに子どもたちのアイディアいっぱいのいろいろなケーキができあがりました。市販

のケーキ生地やホイップクリーム、果物の缶詰を使って簡単においしく作ることができます。ご家

庭でもぜひ子どもさんと手づくりのいろいろなケーキを作ってみてはいかがですか？

みて！みんなでがんばったからおいしくできたよ。

上手にできたよ！
大満足の笑顔です

上手くできる
こつ

をわかりやす
く指

導します

さあ、クリームで飾

り付けをします。上

手にできるかな？

ぼくは班長になっ

て、がんばりまし

た。とってもおい

しくできました。
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民生課からのお知らせ 

★ 一人でも押しやすいツボを紹介します ★ 
●合谷（ごうこく）：手の甲で親指と人差し指が分か
　れるところ。肩コリ、歯痛などの痛みを緩和する。  
●労宮（ろうきゅう）：手のひらのほぼ真ん中からや
　や親指寄りで押すと響くところ。心身のリラックス
　に効果あり。 
●曲池（きょくち）：肘を曲げたときにできるシワの
端で、凹みを押すと痛みを感じるところ。座りっぱな
しで肩が張っているときなどに押すと気持ちいい。  
 
 
 
 
 

斉藤保健師 

 

元気島通信 ４×ピース 元気島通信 ４×ピース 元気島通信 ４×ピース 
（４つのかけら）　　

フォー 

カラダと心をホッと温めるスキンシップ

『一人でも二人でも
　できる！簡単つぼ押し』

　ご近所の方とお話をする機会、お料理を作る機会は
ありますか？１月から集落ごとの料理教室「冬季ふれ
あいキッチン」が始まります！ 

　子どもさんから高齢者の方まで、男女を問わず、こ
のような機会をご近所の方との交流、情報交換等にご
利用ください。 

　また、“元気出前講座”と合わせて、健康チェック
や元気話に花が咲き、情報交換も盛り上がります。 

　そして、この冬のテーマは夏に引き続き「メタボ」
です！「メタボ予防」を考えた、簡単でおいしい料理
やレクリエーションなどを取り入れます。 
 
　ぜひ、寒いこの冬、「ふれあ 
いキッチン」に参加して“おな 
かすっきり”そして心も体も温 
まってくださいね！ 
 

１月から集落ごとの料理教室

「冬季ふれあいキッチン」
が始まります！

石川栄養士 

 

　乳がんは20人に1人がかかる身近な病 
気ですが、しこりが小さいうちに早く見 
つけて治療すれば90％近くが治ります。 
 
 
 
　月に1回、自分で見たり触ったりして、 
異常がないかチェックしましょう。（生理が終わった
１週間くらい後に、閉経した人は日にちを決めて) 
  
 
　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　しこりに触れるなどの異常を発見したら、早く乳房
疾患を専門とする医療機関に行きましょう。 

１月は『乳がんの自己検診
　　　　をしよう！』月間

○性ホルモン機能低下 
○人生の転機が訪れる年齢（親の病気、介護・夫の定
　年退職・子どもの自立、結婚など） 
○自分自身の性格（自分に厳しい・ちょっとしたこと
　でもずっと悩むなど） 
　個人差がありますが、こういった要因がからみ合っ
て、40代半ば～50代半ばにおこるものです。 
 
 
・のぼせ、ほてり、発汗、冷え性 
・睡眠障害 
・動悸、頭痛、めまい、耳鳴り 
・憂うつ、意欲低下、不安、記憶力減退など 
※症状には個人差があります。 
 
 
・一人で悩まず誰かに相談する 
・適度に身体を動かす 
・家族や周囲の人たちの理解や協力も重要（よく話を
　聞くなど) 
※治療が必要な場合もあります。つらいなと思ったと
　き、専門医（産婦人科）に相談してみましょう。 

更年期障害について

『更年期障害とは？？』

早く発見するために
まずは、月１回の自己検診を！

『症状』

『更年期の過ごし方』

木原保健師 

 

原田保健師 

チェック項目 
見　て 
□左右の乳房に差はないか 
□乳頭に異常はないか 
□乳房の表面にえくぼのような 
　くぼみやひきつれがないか 
□乳頭から異常な分泌物はないか 
触って 
□ しこりがないか 
□わきの下にぐりぐりしたもの 
　はないか 

※親指や中指を使って
　じんわり押してみま
　しょう。

ラクラク～♪
リラックス

～♪

きもちいい～♪
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提
出
は        

平
成
２１
年
２
月
２
日
ま
で
に
！ 

　
平
成
２１
年
１
月
１
日
現
在
に
お

い
て
、
給
与
の
支
払
い
を
す
る
人

で
、
こ
の
給
与
の
支
払
い
を
す
る

際
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
す
る

義
務
の
あ
る
人
は
、
給
与
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
、

平
成
２０
年
中
の
給
与
支
払
額
や
、

そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た

給
与
支
払
報
告
書
を
２
月
２
日
ま

で
に
、
支
払
い
を
受
け
る
人
が
住

ん
で
い
る
市
町
村
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
１
月
１
日
で

所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
す
る
義
務

が
あ
る
人
は
、
算
定
税
額
の
な
い

人
に
つ
い
て
も
給
与
支
払
報
告
書

は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
青
色
申
告
を
す
る
人

で
、
専
従
者
給
与
を
支
給
す
る
個

人
も
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
２
月
２
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

配
偶
者
特
別
控
除
は 

　
　
　
　
　
　
　
漏
れ
な
く
！ 

　
次
に
給
与
支
払
報
告
書
に
記
載

す
る
配
偶
者
の
所
得
な
ど
に
つ
い

て
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。 

　
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
平
成
２０
 

 

 年
分
所
得
税
で
３８
万
円
を
限
度
と

し
て
所
得
控
除
さ
れ
ま
す
の
で
、

給
与
支
払
報
告
書
に
配
偶
者
の
所

得
金
額
と
配
偶
者
特
別
控
除
額
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
平
成
２０
年
分
の
家
内
労

働
者
ら
の
事
業
所
得
な
ど
に
つ
い

て
は
、
必
要
経
費
と
し
て
６５
万
円

の
最
低
保
障
を
認
め
る
特
別
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
所

得
金
額
の
把
握
の
際
に
は
ご
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
こ
の
所
得
金
額
が
な
い
と
、
住

民
税
の
配
偶
者
特
別
控
除
額
の
計

算
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
こ
の
控
除
は
、
他
の
納
税
者
の 

 

扶
養
親
族
と
さ
れ
る
人
・
青
色
事

業
専
従
者
給
与
の
支
払
い
を
受
け

る
人
・
白
色
事
業
専
従
者
以
外
の

人
で
、
合
計
所
得
金
額
が
１
千
万

円
以
下
の
納
税
者
と
生
計
を
同
一

に
す
る
配
偶
者
な
ら
所
得
に
応
じ

た
控
除
が
で
き
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
一
定
金
額
以
上
の
所

得
者
に
つ
い
て
は
、
控
除
は
な
く

な
り
ま
す
の
で
速
算
表
を
よ
く
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、分
か
り
に
く
い
こ
と
は
、

萩
税
務
署
（
☎
０
８
３
８
―
２２
―

０
９
０
０
）
ま
た
は
、
役
場
住
民

課
（
☎
２
―
０
５
０
０
）
に
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

   

　
町
で
は
町
税
な
ど
の
口
座
振
替
納
付
の
推
進
を

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
対
象
者
は
、 

①
現
金
で
一
括
納
税
さ
れ
た
方
で
口
座
振
替
の
手

　
続
き
が
ま
だ
の
方 

②
毎
月
集
落
集
金
ま
た
は
個
別
に
納
付
さ
れ
て
い

　
る
方 

◆
口
座
振
替
納
税
の
利
点
は
、 

①
窓
口
に
お
出
か
け
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

②
現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

③
納
付
期
限
を
忘
れ
て
い
て
も
預
金
残
高
が
あ
れ

　
ば
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。 

　
以
上
の
こ
と
か
ら
た
い
へ
ん
安
心
で
便
利
で
す
。 

◆
手
続
き
方
法
は
、 

　
役
場
ま
た
は
金
融
機
関
備
え
付
け
の
阿
武
町
町

税
等
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

通
帳
印
を
押
印
さ
れ
、
金
融
機
関
に
提
出
さ
れ
れ

ば
手
続
き
は
完
了
と
な
り
ま
す
。 

◆
取
扱
金
融
機
関 

　
山
口
銀
行
本
店
お
よ
び
各
支
店 

　
萩
信
用
金
庫
本
店
お
よ
び
各
支
店 

　
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
協
奈
古
支
所 

　
　
　
　
〃
　
　
　
福
賀
支
所 

　
　
　
　
〃
　
　
　
宇
田
郷
出
張
所 

　
山
口
県
漁
協
奈
古
支
店 

　
　
　
〃
　
　
宇
田
郷
支
店 

　
郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
阿
武
町
役
場
住
民
課 

　
☎
０
８
３
８
８
―
２
―
０
５
０
０ 

 

　固定資産税の賦課期日は、毎年1月1
日です。従って、1月1日現在の所有者
にその時の現況で評価がされ、賦課され
ることになります。 
　土地については、1月1日現在の現況
地目をもとに評価され、課税されること
になりますので、平成20年中に地目が
変わった土地の所有者は、平成21年2
月2日までに役場住民課に届け出をして
ください。届け出は、できるだけ文書で
お願いしますが、支所を通じて出されて
も結構です。届け出の用紙は、住民課と
各支所にあります。 

給与支払報告書の提出は２月２日まで 
　　　　配偶者控除は漏れなく記入を 

税　の 
たより 

地目変更の届出は 
平成21年2月2日までに！ 

固定資産税  

町
税
等
の
口
座
振
替
納
付
を

利
用
さ
れ
て
い
な
い
み
な
さ
ん
へ
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　平成20年分の所得税の確定申告書の提出を、納
税者本人の電子証明書を利用して、平成21年1月5
日から3月16日までの期間内にe-Tax（国税電子
申告・納税システム）で行う場合、所得税額から最
高5,000円の控除を受けることができます。（平成
19年分の確定申告で、この税額控除の適用を受け
た方は受けられません。） 
　このe-Taxを利用するには、電子証明書の取得が
必要です。電子証明書とは、住民が安心してインタ
ーネットを通じて国や地方の行政機関が行う電子申
請・届出等の行政サービスを受けるために利用する
もので、町に申請することで個人向けに「公的個人
認証サービス」による電子証明書が発行されます。 
　確定申告時期が近づくと、電子証明書の発行の際
に窓口が相当混み合います。 

電子証明書の取得はお早めにお願いします。 
 

国税電子申告をするためには 
　電子証明書とICカードリーダライタをご用意くだ
さい。 
（１）電子証明書　役場住民課及び支所の窓口で、住
民基本台帳カード（ICカード）を入手し、電子証明
書発行申請書等を提出して電子証明書（公的個人認
証サービスに基づく電子証明書）の発行を受けてく
ださい。（手数料は住基カードに500円と電子証明
書に500円がかかります。） 
（２）ICカードリーダライタ　住民基本台帳カード及
び電子証明書を読み取る装置です。家電量販店やイ
ンターネット販売で購入できます。 
（３）準備ができたら　上記確定申告書等作成コーナ
ー国税電子申告・納税システム 
　http://www.e-tax.nta.go.jp 
 

萩税務署 
からの 
お知らせ 

確定申告書を作成される方へ  国税庁ホームページの 

「確定申告書等作成コーナー」 
で「申告書」が作成できます！ 

 住民基本台帳カード（電子証明書）を取得して、 
ｅ－Ｔaxを利用してみませんか。 

詳しくは役場住民課（☎2－0500）へお問い合わせください。 

確定申告 検　索 

確定申告 検　索 

便利！ 

手続きの詳細については、 

国税庁ホームページへ 

www.nta.go.jp

お問い合わせ先 
萩 税 務 署 
☎０８３８-２２-０９００ 
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●登録の方法及び内容

　①自筆の履歴書（写真添付、資格を有する場合は写しを添付）１通を添えて、本人が役場総務課へ提出してくだ

　　さい。但し、過去に登録済の方で、継続登録して４年目になる方は履歴書の提出が必要となります。（３年

　　以内の方は、履歴書は提出不要ですが、面接は行います。）

　②面接（書類を提出された際に随時面接を行います。）

　③合格者は、臨時職員等登録者名簿に登載し登録します。この名簿は原則として１年間有効です。

　　（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

　④臨時職員等登録者名簿から雇用者を決定し、原則として平成21年４月１日以降から雇用します。また、雇用

　　する場合は担当課から直接連絡します。

●賃金等　雇用者の賃金は、阿武町雇用賃金表に定める基準に従い支給します。また、通勤手当については、阿

　　　　　武町給与条例に定める基準に従い支給します。

　　　　　※常勤臨時の場合は、社会保険、厚生年金、雇用保険及び労働保険に加入します。

●受付期間・受付場所　平成21年１月21日（水）までに役場総務課へ持参してください。

●問い合わせ先　阿武町役場総務課行政係　☎（08388）2－3110

21年度��町の臨時職員等登録者を募集
平成２１年１月２１日まで受付

一般事務
補 助 員

保 健 師

保 育 士

雑 務 員

給 食 員

児　　童
ク ラ ブ
指 導 員

看 護 師
及び
 准看護師

マイクロ
バ　　ス
運 転 手

介護支援
専 門 員
（ケアマネージャー）

登録職種

公 用 車
運 転 手

随時の送迎を必要と
する日及び時間

随時の送迎を必要と
する日及び時間

町内及び
町外の運転

町内及び
町外の運転

パソコン操作が使用
できる者（アナウン
ス業務など含む）　

有資格者

有資格者

有資格者

有資格者

有資格者
または
調理のできる人

教員及び保育士な
どの資格を有する
人、または児童の養
育に熱意のある人

平日14:00～18:00まで
土曜日及び祝日
8:30～18:00まで
夏、冬及び春休み
（日曜日は除く）
8:30～18:00まで

大型免許を
有している人

資　格　等

役場本庁、
または各支所
（各公民館）

役場民生課

みどり保育園
（分園含む）

母子健康
センター

役場民生課

みどり保育園、
または学校給食
センター

役場本庁、
または各支所
（各公民館）

奈古小学校

勤 務 場 所

11,000円／日、
または
1,375円／時

9,000円／日、
または
1,125円／時

6,000円／日、
または
750円／時

7,100円／日、
または
888円／時

7,000円／日、
または
875円／時

7,100円／日、
または
888円／時

7,100円／日、
または
888円／時

有資格者6,000円／日
または750円／時
無資格者5,700円／日
または713円／時

713円／時

有資格者
875円／時
無資格者
713円／時

賃　　金
勤　　務　　種　　別

常勤臨時 パート臨時

普通免許を
有している人

8:30～17:15まで
15日以上/月

8:30～17:15の内、
15日/月、

または６時間/日以内

8:30～17:15の内、
15日/月、

または６時間/日以内

8:30～17:15の内、
15日/月、

または６時間/日以内

8:30～17:15の内、
15日/月、

または６時間/日以内

8:30～17:15の内、
15日/月、

または６時間/日以内

8:30～17:15の内、
15日/月、

または６時間/日以内

8:30～17:15の内、
15日/月、

または６時間/日以内
(変則勤務有り) 

8:30～17:15まで
15日以上/月

8:30～17:15まで
15日以上/月

8:30～17:15まで
15日以上/月

町では、次のとおり平成21年度の臨時職員等の登録者を募集します。



●免除期間・納付猶予期間がある方は追納
　すると老齢基礎年金が増額されます。 
　国民年金保険料の免除（全額免除・一部納付）・
若年者納付猶予・学生納付特例の承認を受けられた
期間は、保険料を全額納めた場合よりも老齢基礎年
金の受け取り額が少なくなります。 
　そこで、これらの期間の保険料は10年以内であ
ればさかのぼって納めることができるようになって
います（追納）。 
　追納されると、その期間は保険料を納めた期間と
なり、将来受け取る老齢基礎年金が増額されます。 
 
●追納は古い時期から順次 
　追納は古い時期の保険料から順次行うこととなり
ます。 
　なお、若年者納付猶予または学生納付特例より前
に免除期間がある場合は、追納する期間の順番を選
択することができます。 

●3年度以降に追納は加算額が上乗せ 
　免除・若年者納付猶予・学生納付特例の承認を受
けられた期間の翌年度から起算して３年度目以降に
追納されると、当時の保険料額に、経過期間に応じ
た加算額が上乗せされます。 
　追納を希望される方はお近くの社会保険事務所へ
お問い合わせください。 
 
◎お問い合わは、萩社会保険事務所 
　（☎0838－24－2156） 
　役場住民課（☎2－0500） 
　社会保険庁のホームページ 
　http:/www.sia.go.jp/ 

～国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ～ 
追納をおすすめします！ 

年金のたより 

事業所（製造業）を営む方 
工業統計調査にご協力を 

介護サービス情報の 
公開制度をご活用ください 
自分にあった適切な 

介護サービスや介護施設を 
選んでいますか？ 

　　　 
 

　平成20年工業
統計調査が、12
月31日を調査基
準日として全国一
斉に行われます。 
  工業統計調査は、
製造業を営む事業
所を対象として、
その実態を明らか
にすることを目的
としています。調
査結果は、国や地
方公共団体の産業
振興施策の重要な
基礎資料として使われるほか、企業や大学などで
の研究資料、また小・中・高等学校の教材などに
も広く利用されます。 
  調査は12月から来年1月にかけて、調査員が各
事業所にお伺いしますので、調査へのご協力をお
願いします。 
 
◆問い合わせ先　 
　山口県統計分析課（☎083－933－2654） 
　または役場総務課（☎2－3111） 

　介護サービス情報の公表制度は、県のホームペ
ージを利用して、介護サービスの事業所選びを支
援する制度です。県内の介護サービス事業所・施
設のサービス内容や運営状況に
関する情報を提供しています。 
　介護サービスの利用に当たり、
高齢者ご本人をはじめ、ご家庭
やケアマネージャーにもご覧い
ただき、よりご自分にあった適
切なサービスや事業所・施設の
選択にご活用ください。 
 
 
 
◆問い合わせ先　 
　山口県介護サービス情報公表センター 
　☎083-924-2860　ＦＡＸ.083-924-2847 
　ホームページ 
　http://kaigosip.pref.yamaguchi.lg.jp/ 
　kaigosip/

介護サービス情報山口県 検索 

 

女
と
男
の
一
行
詩 

平
等
も
大
切
だ
け
ど
　
忘
れ
な
い
で
ね
　
父
の
役
割
　
母
の
役
割 

ひ
と 

ひ
と 
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　地上デジタルテレビ放送（地デジ）
への移行が進むにつれ、地デジ対応や
アンテナ交換などを口実にした詐欺が
発生しています。ご注意ください。 
こんな手口の詐欺が発生しています 

例１：総務省やテレビ局の名前が書か
れた手紙が届き、「地上デジタル放送
切りかえ助成金」が支給されるので、
手数料の支払いをするように書かれて
いる。 

例２：「テレビ局職員」「地上デジタ
ルテレビ受信対策員」を名のる男が自
宅にやってきて、受信工事やテレビの
調整の代金支払いを求める。 
　　地デジ対応で、総務省やテレビ
　　局、その関係機関がお金を請求す
　　ることは一切ありません。 

               
 

資
金
繰
り
支
援
に
万
全
を
期
し
ま
す 

●
緊
急
保
証
制
度
の
対
象
業
種
を
６

　
１
８
業
種
に
拡
大 

　
こ
の
緊
急
保
証
制
度
は
、
信
用
保

証
協
会
の
１
０
０
％
保
証
で
す
。
責

任
共
有
制
度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
対
象
業
種
の
方
は
、
一
般
保
証
８

０
０
０
万
円
に
加
え
て
、
別
枠
で
８

０
０
０
万
円
（
担
保
が
あ
る
方
は
、

一
般
保
証
２
億
円
に
加
え
て
、
別
枠

で
２
億
円
）
ま
で
の
保
証
を
利
用
で

き
ま
す
。 

※
対
象
業
種
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（http://www.chusho.m
eti.go.jp

）

で
確
認
で
き
ま
す
。 

●
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
は
、
業

　
種
を
問
わ
ず
利
用
可
能
で
す
。 

　
全
業
種
の
方
が
、
４
億
８
０
０
０

万
円（
中
小
企
業
の
方
）、
４
８
０
０

万
円
（
小
規
模
企
業
の
方
）
ま
で
利

用
で
き
ま
す
。 

　
特
に
業
況
の
厳
し
い
方
に
対
す
る

金
利
の
引
き
下
げ
も
行
う
予
定
で
す
。 

　
特
別
貸
付
は
、（
株
）日
本
政
策
金

融
公
庫
や
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

に
加
え
、（
株
）商
工
組
合
中
央
金
庫

で
も
行
う
予
定
で
す
。 

▼
お
問
い
合
せ
先
　
中
国
経
済
産
業

　
局
　
産
業
部
中
小
企
業
課 

　
☎
０
８
２
―
２
２
４
―
５
６
６
１ 
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休日当番医

お し ら せ 

女
と
男
の
一
行
詩 

老
い
て
こ
そ
　
知
恵
と
力
と
体
力
は
　
男
女
平
等 

ひ
と 

ひ
と 

定額給付金をよそおった 
振り込め詐欺や個人情報 
詐取にご注意ください。 

運転卒業証制度 

http://www.soumu.go.jp/menu_00/ 
important/pdf/topics081114_1.pdf http://mm.police.pref.yamaguchi.lg.jp/

お 知 ら せ

融
資
・
貸
付

中
小
・
小
規
模
企
業
を
 

全
力
で
応
援
 

まちの笑顔 
(^o^)

さ
ん
３
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
 

ク
ジ
付
き
も
ち
ま
き
大
会
で
 

特
等
を
引
き
当
て
た
 

河
原
由
美
枝
さ
ん（
上
郷
） 

 

１２月２１日（日） 

１２月２３日（火） 

１２月２８日（日） 

１２月２９日（月） 

１２月３０日（火） 

１２月３１日（水） 

１月１日（木） 

１月２日（金） 

１月３日（土） 

１月４日（日） 

１月１１日（日） 

１月１２日（月） 

１月１８日（日） 

緊急の場合は１１９番 

!

！ 

中
小
企
業
庁 

地デジであなたをだます 
詐欺にご注意!!
さ　　ぎ 



クリスマス会　9:00【みどり保育園分園】 

あぶ町民音楽祭　13:15【町民センター】 

宇田小学校体育館一斉清掃　8:30【宇田小体育館】 

世代交流しめなわ飾り教室　9:00【町民センター】 

ひよこクラブ　10:00【みどり保育園本園】 

消防団年末夜警（～30日）21:00【町内】 

阿武町成人の日記念行事　10:00【町民センター】 

阿武町消防出初め式　10:00【町民センターほか】 

デイケア「青空会」9:30【町民センター】 

健康相談（奈古）9:30【母子健康センター】 

奈古地区ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 

健康相談（福賀）9:00【のうそんセンター】 

福賀地区ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】 

乳幼児健診（福賀）13:30【福賀診療所】 

健康相談（宇田郷）9:30【ふれあいセンター】 

宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 

乳幼児健診（奈古・宇田郷）13:00【母子健康センター】 

福賀新春ボウリング大会　13:30【萩ユーズボウル】 

宇田郷エアロビクス　19:30【ふれあいセンター】 

太極拳教室　14:00【町民センター】 

糖尿病教室「さくら会」9:00【町民センター】 

宇田郷地区たんぽぽの会　9:00【ふれあいセンター】 

福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:00【福賀小グラウンド】 

宇田郷寿齢大学初集会　10:00【ふれあいセンター】 
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阿武町の人口と世帯数 （１１月末） 

（　）内数字は対前月比 

区　分 

奈　古 

福　賀 

宇田郷 

合　計 

人　口 

2,539（ 4 ） 

　762（ 0 ） 

　730（－ 2） 

4,031（ 2 ） 

 

世帯数 

　971（ 2 ） 

　326（ 0 ） 

　331（ 1 ） 

1,628（ 3 ） 

 

町の異動 

転入　10 

転出　 4 

出生　 3 

死亡　 8

１１月の交通事故 

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損 
事故 

124 
（113） 
8 
（9） 

28 
（26） 
0 
（1） 

0 
（2） 
0 
（0） 

0 
（1） 

20 
（26） 

負傷者 死者 

人　身　事　故 

件数 
萩警察署管内で 
起こった事故 
うち阿武町内で 
起こった事故 

女
と
男
の
一
行
詩 

あ
り
が
と
う
　
さ
り
げ
な
い
言
葉
で
が
ん
ば
れ
る 

ひ
と 

ひ
と 

［材料４人分］

厚揚げ60g、白菜85g、ピーマン20g

Ａ（〈各みじん切り〉長ねぎ大さじ１、に

んにく小さじ１、しょうが小さじ１）、

日本酒小さじ２、オイスターソース小

さじ１強、ごま油小さじ１

［作り方］

①厚揚げは縦半分に切り、さらに７～８

㎜の厚さに切る。

②白菜は１口大のそぎ切りにし、ピーマ

ンは乱切りにする。

③フライパンにごま油を熱してＡを弱火

で炒め、香りが出たら①と②を加えて

強火で手早く炒め合わせる。

④野菜に火が通ったら、日本酒とオイス

ターソースを加えてまぜ、味つけをす

る。

厚揚げの中華炒め

わ
たし
の食改料理

簡単
にできる朝ごはん

寺東

末益小百合さん

町内の求人情報  １２月１０日現在 12月分 

会　社　名 
社会福祉法人 
阿武福祉会 

山口県看護協会訪問 
看護ステーションあぶ 

求人数 
２人 
１人 

１人 
 
 
 

年齢 
不問 
不問 

不問 
 
 

賃　　　金 
142,000円～148,000円 
140,000円 

時給937円 

業　　種 
介護職員 
看護師 

訪問看護業務員 

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。） 

●問い合わせ先 
ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定 
１２／２０～１／２０ 

12
月
 

20 

21
 

 

24 

25 

28 

2 

5 

6 

7 
 

 

8 

 

 

9 

 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

20 

 

土 

日 
 

水 

木 

日 

金 

月 

火 

水 
 

 

木 

 

 

金 

 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

火 

1
月
 

メタボ予防カロリー控えめ料理

詳しいことは、厚生労働省山口労働局 賃金室 
☎（０８３）９９５-０３７２または萩労働基準監督署 
☎（０８３８）２２-０７５０におたずねください。 

山口県の最低賃金が改正されました 
◆ 必ずチェック！ 使用者も  労働者も ◆ 

１時間 
６６８円 
 

７９２円 
 
 
 

７２６円 
 
 

７６９円 
７０７円 

効力発生の日 
２０．１０．２９ 

 
 
 
 

２０．１２．１５ 

産
業
別
最
低
賃
金 

 
 
鉄鋼業、非鉄金属製錬 
・精製業、非鉄金属・ 
同合金圧延業、非鉄金 
属素形材製造業 
電子部品・デバイス・ 
電子回路・電気機械器 
具、情報通信機械器具 
製造業 
輸送用機械器具製造業 
百貨店、総合スーパー 

最低賃金の名称 
山口県最低賃金 

 



俳
　
句

ぎ
な
ん
降
る
神
木
と
い
う
大
樹
か
な 

小
春
日
の
縁
側
な
れ
ど
何
も
せ
ず 

小
春
日
や
晋
山
式
の
若
き
僧 

鯉
群
れ
て
水
の
中
に
も
冬
日
和 

月
冴
え
て
我
が
足
音
を
ふ
り
返
る 

島
女
こ
と
ば
は
ず
ま
せ
芋
を
売
る 

コ
ス
モ
ス
の
車
窓
に
續
く
海
の
紺 

鳥
獣
分
け
合
う
程
の
木
の
実
降
る 

ふ
る
里
や
尺
貫
法
の
冬
支
度 

笑
み
な
が
ら
母
の
愚
痴
聞
く
小
春
か
な 

蒼
天
に
雲
一
刷
け
の
花
野
か
な 

つ
わ
ぶ
き
の
咲
き
継
ぐ
丘
や
六
地
蔵 

雲
き
て
は
雲
去
る
里
や
草
紅
葉 

池
に
浮
く
雲
も
い
つ
し
か
冬
め
け
り 

昼
と
も
す
行
灯
ひ
と
つ
紅
葉
茶
屋 

唐
箕
の
音
こ
と
こ
と
と
小
春
風 

茶
柱
を
ゆ
っ
く
り
飲
ん
で
秋
日
和 

芋
の
葉
の
玉
こ
ろ
が
し
て
か
く
れ
鬼 

過
去
連
れ
て
同
窓
会
の
秋
更
け
る 

返
り
花
仲
間
外
れ
の
子
に
や
さ
し 

強
そ
う
な
鴉
が
一
羽
冬
に
入
る 

小
春
日
を
溜
め
て
背
中
が
丸
く
な
り 

耳
寄
り
な
話
が
少
し
村
小
春 

子

連

鴨

人

形

多

し

橋

の

上

 

田
中
　
文
笠（
森
見
藤
） 

小
野
　
一
雄（
下
　
郷
） 

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
） 

水
津
　
英
水（
木
　
与
） 

河
原
　
和
子（
上
　
郷
） 

田
中
　
か
め（
西
の
３
） 

金
子
　
幸
江（
　
市
　
） 

佐
々
岡
美
保（
中
　
村
） 

原
　
　
清
穂（
伊
　
豆
） 

柳
井
　
惠
子（
平
　
原
） 

林
　
　
弘
子（
浜
の
１
） 

橋
本
多
華
子（
元
　
浦
） 

斎
藤
　
孝
子（
今
　
浦
） 

大
倉
　
淑
子（
上
　
万
） 

梅
地
　
眞
代（
東
　
方
） 

池
田
　
幸
枝（
上
　
片
） 

中
村
　
良
江（
　
市
　
） 

木
村
　
信
惠（
久
瀬
原
） 

米
原
　
泉
女（
筒
　
尾
） 

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
） 

河
原
　
慶
子（
上
　
郷
） 

水
津
　
紅
魚（
浜
の
３
） 

田
中
　
弥
生（
木
　
与
） 

金
崎
　
藤
子（
元
　
浦
） 

◆お問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局
　役場総務課企画広報係　☎２－３１１１

道の駅発祥交流館 ギャラリー展示作品募集
　道の駅発祥交流館インフォメーションギャラリー
では、展示作品を募集します。写真、俳句、俳画な
ど力作、自信作を募集します。
◆お問い合わせ
　道の駅阿武町発祥交流館　☎２－０３５５

 

あぶフォト倶楽部
作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

テ
ー
マ
「
自
由
」

タ
イ
ト
ル
「
全
山
紅
葉

　
前
も
後
も
右
も
左
も
」

　
　
伊
勢
屋
　
宏
（
東
方
）

テ
ー
マ
「
11
月
」

タ
イ
ト
ル
「
早
す
ぎ
る
冬
の
お
と
ず
れ
」

　
　
　
　
　
　
　
蔵
澄
秀
昭
（
防
府
市
）

11月の優秀作品

○自治会制度とどう関連するの？
　10月に入り、動き始めた、自治会制度導入の取組
に向けて町内の各集落では、膝をつき合わせた話し合
いが進んでいます。この自治会制度は、集落に住む私
たちみんなが５年、10年先の将来を見通しながら、
誰もが願うこんな集落にしていこうという話し合い活
動です。その仕組みをつくるために集落自らが舵をと
る、集落の自治組織です。
○集落の世話役は男の仕事？
　これまでの、集落の舵取りは大半が男性役員を中心
として進められてきました。この仕組みの中では、な
かなか女性の声が出しにくく、声をくみ上げることが
容易ではありませんでした。しかも、誰もがそれを昔か
らやってきたあたりまえの仕組みと考えてきました。
○自分の住む地域を男女みんなで話し合うのがあたり
　まえでは？
　阿武町始まって以来の大改革と位置づけられるこの
取組に、男性と女性が共に同じスタートラインに立っ
て一緒に考える「機会」と「場（話し合い）」として受
けとめ、共に歩むしくみができたら、「集落の大きい
力」となり、まさに「阿武町の地域力」発揮の時が来
たと考えます。
○男性、女性共に今こそ新たな自覚を！
　男性の立場からは、必要な時に女性に声をかけるの
ではなく、最初から既存の女性役や、新たな世話人役
などで女性を取り込んで欲しいと願っています。そし
て、声のかかった女性の立場からは、こんな役は男の
仕事という認識ではなく、自分も及ばずながらその一
端を担おうという気概を持って参画してほしいと思い
ます。
○行政と対等な関係ですすめる協働の町づくりの基盤
　が、「集落の自治会」となり、そして、住民主役の
　まちづくりの実現の第一歩です。

男女がともに支え
合う集落づくりへ

男女がともに支え
合う集落づくりへ
阿武町男女共同参画審議会 会長　西村　良子

今そのとき自治会制度
取組に向けて
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